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１． 研究課題名 

慢性硬膜下血腫に対するカルバゾクロムスルホン酸ナトリウム水和物の効果判定 

 

２． 研究の背景・目的 

慢性硬膜下血腫は穿頭血腫除去術により良好な治療成績が得られる一方、術後一定割

合で再発を認めます。再発には、血腫被膜に存在する脆弱な新生血管からの持続的な

微小出血が関与していると考えられています。カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム

水和物（アドナ）は毛細血管強化作用及び止血作用を有し、各種出血性疾患に用いら

れてきましたが、慢性硬膜下血腫の再発予防に対する有用性は未だ十分な検証がなさ

れていません。本研究は、慢性硬膜下血腫術後患者においてアドナ投与が血腫再発率

の低下に寄与するかを検討し、その有効性及び安全性を明らかにすることを目的とし

ています。 

 

3. 対象者および研究期間 

対象となる患者さま：2021 年 4 月から 2025 年 10 月までに当院で慢性硬膜下血腫の診

療を受けられた方。 

  研究期間： 研究許可日～2026 年 8 月末日 

 

4. 研究の内容・方法 

  2021 年 4 月から 2025 年 10 月までに当院で慢性硬膜下血腫の診療を受けられた方で、

電子カルテの記録を用いて調査を行います。調査項目は投薬内容、血腫厚、手術内容、

再発の有無であり、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム水和物内服のある方とない

方の間で差があるか解析します 

 

5. 個人情報の取り扱いについて 

  収集したデータは誰のデータかわからいないようにして統計的解析を行い、研究結果

の発表に際しても個人が特定されない形で行います。 

 

6. 研究協力の任意性と撤回の自由について 

  この研究へのご協力は、患者さんご自身の自由意思に基づくものです。この研究への

情報提供を希望されないことをお申し出いただいた場合、その患者さんの情報を利用

しないようにいたします。ただし、お申し出いただいた時にすでに研究結果が論文な

どで公表されていた場合には、完全に廃棄できないことがあります。情報の利用を希

望されない場合、あるいは不明な点やご心配なことがございましたら、ご遠慮なく下



記の問い合わせ先の担当者にご連絡ください。この研究への情報提供を希望されない

場合でも、診療上何ら支障はなく、不利益を被ることはありません。 

 

7. 研究資金および利益相反について 

  現時点で資金利用は予定していません。開示すべき利益相反はありません。 

 

8.  実施体制 

研究責任者 社会医療法人製鉄記念八幡病院  脳神経外科 佐藤 航平 

 共同研究者 社会医療法人製鉄記念八幡病院  脳神経外科 佐山 徹郎、山口 慎也 

情報ファイルは原則当院内媒体での取り扱いとし、取り出す際も当院規則に則って取り

扱います。本研究の適正性及び継続、終了（中止）については都度報告・相談致します。 

 

9. 問い合わせ先  

製鉄記念八幡病院 脳神経外科 医員 佐藤 航平 

電話番号：093-672-3176 

FAX：093-671-9605 

E-mail：sato_kohei@ns.yawata-mhp.or.jp 

 

 

 


